
短期間で導入可能な「投信窓販BPRソリューション」販売開始 

－最新鋭イメージ処理と高度WEB連携機能で、投信窓販後方事務の効率化を支援しま
す－ 

 
 
  超低金利時代を背景に、1998年12月から販売開始された銀行等による投信窓販は6年
余を経過した現在、投信に対するお客様のニーズも増えますます人気が高まっていま
す。今後も銀行にとっては投信窓販が更に重要な業務となっていくものと予想されます。 
  富士通総研とFASOLは、膨大な入力作業が必要となる投信窓販事務処理の効率化を
支援するソリューションを開発いたしました。イメージ認識処理を活用した注文伝票の自
動登録処理や、イメージデータ化された注文データを独自技術「スクリーンプラグ(*1)」に
よって投信システム端末にデータ連携処理します。これにより、大幅な処理時間の短縮
と操作ミスを防止します。 
  なお、池田銀行様では、本ソリューション導入による事務処理の効率化でコスト削減を
図り、事務の堅確化向上にも繋がっております。 
  また、本ソリューションは、富士通株式会社および全国の富士通グループ会社で販売
いたします。 

【特長】 
  本ソリューションには大きく2つの機能があります。お客様のご要望や現行システムの
状況に合わせた業務システムの構築が可能です。 

1. イメージ処理とAutoENTRY(*2)による入力処理の効率化  

注文伝票をスキャナーまたはFAXにセットするだけで、本部側における注文画面

登録までがワンストップで実施されます。従来のように、注文伝票を見ながら投

信システム端末へ画面入力する必要がありません。これにより、入力事務の大

幅削減とオペレーション時間の削減、さらに入力ミスの削減を図り、入力処理の

堅確性が向上します。 

    - 営業店で作成される注文伝票をスキャナーまたはFAXでイメージデータ化

し、本部側（事務集中センター等）に送信 

    - 本部側で、イメージデータと営業店CIFデータ(※)を基にしたAutoENTRY処

理により注文伝票内容を自動登録 

        ※ CIFデータ連携はオプションになります 
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株式会社富士通総研

株式会社富士通アドバンストソリューションズ

株式会社富士通総研(本社：東京都港区 代表取締役社長：長谷川 展久、以下 富

士通総研)と株式会社富士通アドバンストソリューションズ(本社：神奈川県横浜市 代

表取締役社長：広西 光一、以下 FASOL)は、投信窓販後方事務処理を大幅に効率

化する「投信窓販BPRソリューション」を共同開発し、2月8日より販売開始いたしま

す。 

  本ソリューションは、池田銀行様に御導入いただき、1月4日より稼動しております。 
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2. スクリーンプラグ（Web画面連携）による投信システム端末へのデータ連携  

数多くのデータ入力が必要な投信システム端末への登録作業（入力）が不要に

なり、オペレーションミスの削減と、大幅な入力時間の削減が図れます。 

    - 注文データを検証画面に表示し、Web連携ツールキー（データ連携キー）を

押下 

    - 投信システム画面に注文データが移行 

 

【販売価格（税込み）】 

(※）システム規模や現行システムの形態によって異なるため、詳細は別途お見積もり
いたします。 

【販売目標】 

銀行、地方銀行様向けに、今後3年間で20システムの導入を計画しています。  

【商標について】 

記載されている製品名などの固有名詞は、各社の商標または登録商標です。  

【用語説明】 

*1：スクリーンプラグ  

富士通株式会社および富士通フロンテック株式会社が開発したWeb画面連携機

能ツール。導入済アプリケーションには手を加えず、異なるアプリケーション間の

画面を通してデータ連携を実現します。表示画面をデータ連携キー押下で自動

的に判別し、予め定義した箇所の文字列データをアプリケーション間連携しま

す。特許出願済みで、現在、商標登録中です。  

*2：AutoENTRY  

「AutoENTRY」は、OCR専用の帳票だけでなく、チェーンストア統一帳票、税公金

帳票等の既存帳票を自動判別してコード化することを実現したクライアント・サー

バ型汎用イメージ処理パッケージです。富士通製品です。  

以上

お客様お問い合わせ先 
富士通総研 
金融コンサルティング事業部  日高、小川 
電話：03-5401-8386 

導入機能
  販売価格
(※)  

  構築期間
(※)  

1. イメージ処理/AutoENTRY   および  2. 投信システム
へのデータ連携

3000万円 ～ 4ヶ月 ～

2. 投信システムへのデータ連携  500万円 ～ 2ヶ月 ～
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富士通アドバンストソリューションズ 
システム本部）第三システム事業部）第一システム部 
電話：045-438-2073 
 

プレスリリースに記載された製品の価格、仕様、サービス内容などは発表日現在のもの

です。その後予告なしに変更されることがあります。あらかじめご了承ください。 
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